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郡
山
開
成
学
園
の
始
ま
り
で

あ
る
郡
山
女
子
専
門
学
院
が
創

設
さ
れ
て
以
来
、
70
年
の
歳
月

を
経
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
時

の
流
れ
の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
る

と
共
に
、
誠
に
感
慨
深
い
思
い

が
限
り
な
く
去
来
し
ま
す
。

　

筆
者
が
学
園
長
と
し
て
、
創

立
70
周
年
の
記
念
式
典
を
控
え
、

記
念
の
「
も
み
じ
会
」
直
前
に

発
行
さ
れ
る
「
開
成
の
杜
」
の

巻
頭
言
を
記
す
と
は
、
当
時
に

は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
こ
と

で
す
。

　

70
年
の
歴
史
を
顧
み
る
と
、

全
て
に
善
意
の
魂
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。

　

「
天
の
時
あ
り
、
地
の
利
あ

り
、
人
の
和
あ
り
て
、
事
の
な

る
な
り
」
孟
子
の
言
葉
で
す
。

ま
さ
に
此
れ
以
上
に
優
れ
た
表

現
は
な
い
よ
う
で
す
。

　

故
名
誉
学
園
長
は
折
々
の
思

い
を
言
葉
に
残
し
た
な
か
に
、

借
財
の
苦
労
を
記
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
苦
労
は
己
の
心
の
肥

し
と
な
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
余
多
の
幸
運
に
つ
い
て

も
記
し
て
い
ま
す
。
故
湯
川
秀

樹
先
生
を
学
園
に
お
招
き
で
き

た
こ
と
、
梅
原
猛
先
生
に
御
教

示
を
頂
い
た
こ
と
等
々
、
名
誉

学
園
長
に
と
っ
て
は
全
て
が
幸

運
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

筆
者
は
故
名
誉
学
園
長
か
ら

沢
山
の
苦
労
を
強
い
ら
れ
た
仕

事
ば
か
り
が
思
い
出
と
し
て
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
命
じ

ら
れ
た
仕
事
の
全
て
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
借
財

返
済
の
延
期
願
い
、
借
入
金
交

渉
、
大
学
・
短
大
の
学
科
新
設

構
想
と
認
可
申
請
、
東
北
各
県

へ
の
学
生
・
生
徒
募
集
、
国
会

議
員
と
の
折
衝
等
々
。
こ
れ
ら

の
仕
事
は
、
現
在
の
筆
者
に
と

っ
て
は
大
き
な
財
産
と
し
て
物

事
の
判
断
に
役
立
っ
て
い
る
の

で
す
。
「
災
い
転
じ
て
福
と
な

す
」（
戦
国
策
）
と
は
苦
労
に
遭

遇
し
て
初
め
て
知
り
え
た
こ
と

で
、
艱
難
に
感
謝
で
す
。
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
東
京
電
力
福

島
原
子
力
発
電
所
の
放
射
能
漏

れ
に
は
当
時
の
政
権
は
助
け
て

く
れ
ず
、
途
方
に
く
れ
ま
し
た

が
、
文
部
科
学
省
が
福
島
県
私

立
大
学
の
要
望
を
受
け
止
め
て

く
れ
た
こ
と
に
は
感
謝
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
園
は
本
当
に

沢
山
の
方
々
か
ら
、
物
心
両
面

の
御
支
援
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。

最
近
に
な
っ
て
、
誠
に
嬉
し
く

有
難
い
真
心
が
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
大
学
と
短
期
大
学

部
の
学
友
会
代
表
が
、
微
笑
み

な
が
ら
創
立
70
周
年
を
記
念
し
、

多
額
の
寄
付
を
持
参
し
て
く
れ

ま
し
た
。
感
謝
で
す
。

　

学
園
は
今
、
多
く
の
団
体
や

地
方
自
治
体
と
包
括
的
な
連
携

協
定
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
社
会
が
信
頼
し

て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

此
処
に
学
ぶ
皆
さ
ん
の
学
園

が
地
域
か
ら
盛
り
立
て
ら
れ
る

学
園
に
成
長
し
て
き
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

70
年
間
の
全
て
に
感
謝

理事長・学園長

関口　修

学園前に観えた日本遺産「安積疏水」の堀です。
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開成の杜（2）

美術科授業体験の様子

事例発表する村田高校事務室係長 講演する野田文克氏

新
た
な
食
文
化
、
農
業
振
興
な
ど

５
本
の
柱
で
協
力
を
！

Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

　

本
学
園（
関
口
修
理
事
長
）と
Ｊ
Ａ
福

島
さ
く
ら（
結
城
政
美
組
合
長
）は
８
月

22
日
、研
究
開
発
、地
域
貢
献
及
び
社
会

貢
献
、人
材
交
流
な
ど
を
推
進
す
る
包
括

的
連
携
協
定
を
本
学
で
締
結
し
た
。

　

連
携
事
項
は「
農
産
業
の
振
興
」「
教

育
・
人
材
育
成
」「
食
文
化
の
振
興
」な

ど
５
項
目
が
設
定
さ
れ
た
。「
農
産
業
の

振
興
」で
は
大
学
、短
大
、附
属
高
校
の
学

生
、生
徒
ら
が
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
、郡
山
産

米
を
使
用
し
た「
あ
さ
か
舞
弁
当
」の
製

作
、市
販
、も
み
じ
会
で
の『
Ｊ
Ａ
さ
く
ら

農
産
物
』販
売
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、幼
稚
園

で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
、「
教
育
・

人
材
育
成
」で
は
、学
生
が
Ｊ
Ａ
で
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
、Ｊ
Ａ
職
員
が
本
学

で
研
究
す
る
。そ
の
他
で
は
Ｊ
Ａ
と
共
催

の
出
前
保
健
・
福
祉
・
介
護
相
談
の
開

催
や
、短
大
・
生
活
芸
術
科
の
学
生
や
教

員
が
Ｊ
Ａ
の
製
品
パッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン

な
ど
への
協
力
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

関
口
理
事
長
は「
新
た
な
食
文
化
や
農

業
の
振
興
に
本
学
が
協
力
し
て
、復
興
の

た
め
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
」。結
城
組
合

長
は「
若
い
女
性
の
発
想
力
、想
像
力
に
期

待
し
て
い
る
」と
抱
負
を
述
べ
た
。

ク
シ
ョッ
プ
の
テ
ー
マ
は「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
授
業
に
取
り
入
れ
よ
う
！
」で
、授

業
形
態
別
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
テ
ー
マ
に

つい
て
話
し
合
い
、グ
ル
ー
プ
の
意
見
を
ポ
ス

タ
ー
に
ま
と
め
、建
学
記
念
講
堂
の
ホ
ワ
イ

エ
・
展
示
ロ
ビ
ー
に
集
い
、作
成
し
た
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
す
る「
ポ
ス
タ
ー
発
表
」を

行
っ
た
。午
後
に
予
定
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
午
前
の
部
に
凝
縮
し
た
た
め
、不
完
全
で

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、テ
ー
マ
に
つ
い

て
熱
心
に
意
見
交
換
を
す
る
様
子
、真
剣

に
話
し
合
って
い
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　
Ｓ
Ｄ
部
門
は
、附
属
高
校
事
務
室
係
長

の
村
田
菜
織
氏
よ
り
、「
事
務
業
務
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
報
告
」と
題
し
、高
校
事

務
室
の
業
務
マ
ニュ
ア
ル
作
成
に
つ
い
て
事

例
発
表
が
行
わ
れ
た
。続
い
て
、野
田
文
克

氏（
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業

団
私
学
情
報
室
長
）か
ら「
私
立
大
学
等

を
取
り
巻
く
経
営
環
境
の
変
化
と
そ
の

対
応
策
に
つ
い
て
」と
題
す
る
研
修
会
を

行
っ
た
。私
立
大
学
全
般
の
経
営
環
境
と

本
学
の
状
況
に
つ
い
て
の
解
説
に
、真
剣
に

耳
を
傾
け
メ
モ
を
取
る
職
員
の
姿
が
見
ら

れ
、積
極
的
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　

午
前
の
部
だ
け
の
実
施
と
な
って
し
ま
っ

た
が
、教
職
員
一
同
、職
能
に
つ
い
て
現
状

の
課
題
と
今
後
の
方
策
を
再
発
見
す
る

機
会
と
な
っ
た
。

　

第
52
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
大

学
・
短
大
・
事
務
局
職
員
の
部
）が
８
月

30
日
、本
学
園
建
学
記
念
講
堂
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。本
年
度
は
、テ
ー
マ
を

「
職
能
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
」と
し

た
。教
職
員
が
協
力
し
て
大
学
の
教
育
機

能
・
環
境
の
向
上
に
組
織
的
に
取
り
組
む

た
め
、個
々
の
職
能
の
更
な
る
向
上
を
目

指
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。そ
の
た
め
本
年

度
は
、Ｆ
Ｄ
部
門
と
Ｓ
Ｄ
部
門
に
分
か
れ
て

研
修
会
を
開
き
、そ
れ
を
基
に
し
た
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョン
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

大
会
前
日
、台
風
10
号
の
東
北
上
陸
に
備

え
、当
日
は
午
前
の
部
だ
け
の
実
施
と
し
、

午
後
の
部
を
中
止
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

　

大
会
当
日
、Ｆ
Ｄ
部
門
は
大
熊
雅
士
氏

（
元
東
京
学
芸
大
学
教
職
大
学
院
特
命
教

授
）よ
る
、「
な
ぜ
、今
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニン

グ
が
必
要
な
の
か
」と
題
す
る
研
修
会
を

行
い
、そ
の
後
、同
氏
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
し
た
。ワ
ー

田植えを体験した附属高校食物科 協定を締結したJAさくら結城組合長と

　

附
属
高
校
の
平
成
28
年
度「
学
校
見
学

会
」が
、８
月
28
日
に
開
催
さ
れ
、郡
山
市

内
は
も
と
よ
り
県
内
外
各
中
学
校
か
ら

中
学
生
、教
員
、保
護
者
、学
習
塾
関
係
者

合
わ
せ
て
約
５
０
０
名
が
本
校
を
訪
れ
た
。

　

全
体
会
は
建
学
記
念
講
堂
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、放
送
部
員
の
櫻
田
裕
美
、室
井
愛

理
の
楽
し
い
進
行
で
進
め
ら
れ
た
。最
初
に

佐
々
木
貞
子
校
長
よ
り
歓
迎
の
言
葉
、そ

の
後
、中
山
優
花
生
徒
会
副
会
長
の
歓
迎

の
挨
拶
が
あ
り
、引
き
続
い
て
本
校
生
徒

代
表（
普
通
科
・
萱
野
優
佳
、音
楽
科
・

三
坂
成
海
、美
術
科
・
大
和
田
実
来
、食

物
科
・
菊
地
未
来
）に
よ
る
ビ
デ
オ
と
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
の
各
科
の
説
明
が
、

高
校
生
活
の
実
体
験
を
踏
ま
え
親
し
み
や

す
い
内
容
で
行
わ
れ
た
。

　

全
体
会
終
了
後
、参
加
者
は
希
望
に
応

じ
て
施
設
自
由
見
学
、今
年
か
ら
始
ま
る

高
校
入
試
合
格
サ
ポ
ー
ト
講
座
の
説
明
会
、

授
業
体
験
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
附
属

高
校
の
活
動
を
体
験
し
た
。特
に
、音
楽

科
・
美
術
科
・
食
物
科
で
は
、実
習
や
実

技
を
通
し
て
高
校
の
授
業
の
一
端
を
肌
で

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、中
学
生
は
満
足

し
た
様
子
で
あ
っ
た
。ま
た
、午
後
か
ら
行

わ
れ
た
希
望
者
に
よ
る
部
活
動
体
験
で
は
、

高
校
生
の
力
あ
ふ
れ
る
演
技
や
動
き
に
圧

倒
さ
れ
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、交
流
会
会
場
で
は
、本
校
生
徒

と
参
加
中
学
生
に
よ
る
、高
校
の
生
活
全

般
に
わ
た
って
の
様
々
な
意
見
の
交
歓
が
行

わ
れ
、活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。こ
れ
ら

の
体
験
が
、中
学
生
の
進
路
選
択
に
つ
な

が
って
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

ＪＡ福島さくらの指導の下での農作業と販売の体験 短大食物栄養専攻

ＪＡ福島さくらの協力によるサツマイモ収穫体験 短大幼児教育学科

ＪＡ福島さくらの行事等への 短大音楽科・附属
演奏学生・生徒の派遣 高校

ＪＡ福島さくら職員の本学での学習と研究 大学・短大共通

ＪＡ福島さくらでの学生・生徒のインターンシップ制度 大学・短大・
 附属高校共通

園児によるＪＡ福島さくらサツマイモ畑の
看板制作 附属幼稚園

教育・人材育成

「あさか舞弁当」の製作、市販 大学食物栄養学科

農業体験・研修農園整備遊休野内活用推進 大学食物栄養学科
事業への協力（ブルーベリー定植作業：西田町）

ＪＡ福島さくらの特産品を用いた６次化商品の開発 大学食物栄養学科
 短大食物栄養専攻
　 附属高校

もみじ会での「ＪＡ福島さくら農産物」の 短大福祉情報専攻
販売コーナー設置

ＪＡ福島さくらの指導を受け栽培している 附属高校
「あさか舞」を使用した会席弁当の提供

ＪＡ福島さくらの協力によるサツマイモ収穫体験 附属幼稚園

ＪＡ福島さくらの協力による米の栽培と収穫体 附属幼稚園

農産業の振興
「あさか舞弁当」の製作、市販 大学食物栄養学科

ＪＡ福島さくらの特産品を用いた６次化商品の開発
　　　　　　　 大学食物栄養学科　短大食物栄養専攻　附属高校

日本史・民俗学分野からの食文化の連携研究 短大文化学科

ＪＡ福島さくらの協力によるサツマイモ収穫体験 附属幼稚園

ＪＡ福島さくらの協力による米の栽培と収穫体験 附属幼稚園

食文化の振興

ＪＡ福島さくらと共催の出前保健・福祉・介護相談会、介護実習会の開催
 大学人間生活学科　大学食物栄養学科

「あさか舞弁当」（健康食）の製作、市販 大学食物栄養学科

ＪＡ福島さくらが主催する食の安全などに関する講演会等への講師派遣
 大学食物栄養学科　短大食物栄養専攻

健康・福祉の振興

デザイン専攻教員と学生による
ＪＡ福島さくらの製品梱包のデザイン 短大生活芸術科

デザイン専攻教員と学生による
ＪＡ福島さくらの製品パッケージのデザイン 短大生活芸術科

デザイン専攻教員と学生による
ＪＡ福島さくらの製品内容の色彩的アドバイス 短大生活芸術科

その他必要な事項

５ 本 の 柱 の 具 体 的 な 取 り 組 み 事 例

附
属
高
校 

学
校
見
学
会 

開
催

「
職
能
の
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
」

第
52
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会



開成の杜（3）

　

平
成
29
年
度
入
学
者
の
選
抜
実
施
内

容
等
説
明
会
が
７
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
。

本
県
は
も
と
よ
り
山
形
、栃
木
な
ど
か
ら

進
学
指
導
教
諭
ら
52
人
が
参
加
し
た
。

　

関
口
修
学
長
が
挨
拶
、関
口
晋
入
学
事

務
・
広
報
部
長
代
行
が
平
成
29
年
度
入

学
者
選
抜
実
施
内
容
等
に
つい
て
説
明
し

　

平
成
２８
年
度
第
二
回
教
養
講
座
が
７
月

２７
日
、建
学
記
念
講
堂
で
行
わ
れ
た
。短
大

文
化
学
科
の
会
田
容
弘
准
教
授
が「
発
掘

ガ
ー
ル
と
考
古
学
」の
演
題
で
講
演
し
た
。

　

短
大
・
文
化
学
科
で
は
県
立
博
物
館
の

表
面
調
査
に
よって
発
見
さ
れ
た
笹
原
山
№

１６
遺
跡（
会
津
若
松
市
）の
発
掘
調
査
を
２

０
０
１
年
か
ら
考
古
学
の
実
習
と
し
て
行
っ

て
い
る
。会
田
先
生
は
文
化
学
科
の
学
生
主

体
の
珍
し
い
女
性
の
遺
跡
発
掘
団【
発
掘

ガ
ー
ル
】も
指
導
し
て
お
り
、考
古
学
の
難

し
さ
、楽
し
さ
、奥
深
さ
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

建
学
記
念
講
堂
を
埋
め
た
１
４
０
０
人

の
学
生
や
教
職
員
は
会
田
准
教
授
の
言
葉

一
つ
一
つ
に
聞
き
入
って
い
た
。

●
募
集
人
員

【
大
学
院
】

　

本
大
学
院
は
、本
大
学
家
政
学
部
人
間

生
活
学
科
及
び
食
物
栄
養
学
科
を
基
礎

に
、人
間
生
活
学
研
究
科
人
間
生
活
学
専

攻
の
修
士
課
程（
２
年
）、さ
ら
に
博
士（
後

期
）課
程（
３
年
）を
設
け
て
い
る
。

〇
人
間
生
活
学
研
究
科

修
士
課
程
10
名（
含
昼
夜
開
講
制
）

博
士（
後
期
）課
程
３
名

【
大
学
】

家
政
学
部
人
間
生
活
学
科
40
名

（
生
活
総
合
コ
ー
ス
10
名
・
建
築
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
10
名
・
福
祉
コ
ー
ス
20
名
）

家
政
学
部
食
物
栄
養
学
科
80
名

【
大
学
３
年
次
編
入
】

　

本
大
学
で
は
、両
学
科
と
も
３
年
次
へ

の
編
入
を
認
め
て
い
る
。募
集
人
員
は
両

学
科
と
も
各
10
名
。

　

短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

た
。個
別
面
談
で
は
選
抜
形
態
に
関
わ
る

具
体
的
な
対
応
や
取
得
で
き
る
資
格
、就

職
状
況
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。ま
た
、

出
身
学
生
と
の
面
談
会
場
で
は
、教
え
子

か
ら
日
常
の
生
活
や
本
学
の
授
業
な
ど
に

つい
て
質
問
し
て
い
た
。

　

平
成
29
年
度
郡
山
女
子
大
学

附
属
高
等
学
校
入
試
内
容
説
明

会
が
、９
月
16
日
、建
学
記
念
講

堂
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

県
内
中
学
校
の
進
路
指
導
関
係

の
先
生
方
、学
習
塾
関
係
者
が
来

校
し
た
。

　

お
昼
に
食
物
科
３
年
生
が
調

理
し
た
会
席
料
理
を
試
食
し
て

頂
い
た
後
、５
校
時
目
の
授
業
を

公
開
授
業
と
し
、中
学
校
の
先
生

方
に
校
舎
内
を
移
動
し
な
が
ら

各
授
業
を
参
観
し
て
頂
き
、そ
れ

ぞ
れ
の
中
学
校
の
卒
業
生
が
授

業
に
参
加
す
る
姿
を
見
て
頂
く

こ
と
が
で
き
た
。

　

全
体
会
で
は
佐
々
木
貞
子
校

長
が
、本
校
の
教
育
内
容
や
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、

次
い
で
、平
栗
洋
三
教
頭
か
ら
、

平
成
29
年
度
入
学
者
選
考
要
項

に
つい
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
は
、八
巻
好
照

高
校
事
務
室
長
よ
り
、本
校
の
授

業
料
や
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
の

説
明
が
な
さ
れ
て
幕
を
閉
じ
た
。

平成29年度　入学者選考に関する日程一覧

一般生

平成29年1月6日（金）
10日（火）

9：00～16：00
9：00～12：00 ※郵送の場合1月10日（火）必着

平成29年1月18日（水） ・ 19日（木）

平成29年1月26日（木）　12：00

平成29年1月19日（木）

●専願推薦生
平成29年２月13日（月）
●併願推薦生
［第１次］平成29年２月13日（月）
［第２次］平成29年３月15日（水）

［第１次］平成29年２月13日（月）
［第２次］平成29年３月15日（水）

平成29年２月13日（月）

校
専
門
課
程
を
卒
業
、修
了
ま
た
は
見
込

み
が
条
件
で
あ
る
が
、同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
も
出
願
で
き
る
。

【
短
期
大
学
部
】

家
政
科
福
祉
情
報
専
攻 

40
名

家
政
科
食
物
栄
養
専
攻 

120
名

幼
児
教
育
学
科 

140
名

生
活
芸
術
学
科 

20
名

音
楽
科 

30
名

文
化
学
科 

40
名

【
専
攻
科
文
化
学
専
攻
】

　

短
期
大
学
の
専
門
教
育
の
基
礎
の
上
に
、

よ
り
専
門
的
知
識
を
体
系
的
に
学
ん
で

総
合
的
な
判
断
力
、豊
か
な
人
間
性
を
培

う
。大
学
評
価
･
学
位
授
与
機
構
の
審
査

を
パ
ス
す
る
と「
文
学
士
」の
学
位
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

●
選
抜
方
法

推
薦
生（
特
待
生
･
指
定
校
･
公
募
）

特
別
生（
専
門
・
総
合
学
科
／
高
等
専

門
／
専
修
学
校
／
社
会
人
／
高
認
合
格

者
／
外
国
人
留
学
生
／
帰
国
子
女

高
大
連
携
生（
本
附
属
高
校
生
）

Ａ
Ｏ
生（
自
己
推
薦
）

一
般
生（
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
併
用
可
）

●
選
抜
日
程（
別
項
参
照
）

●
Ａ
Ｏ
生
選
抜
日
程　

Ⅰ
期
･
Ⅱ
期
募

集
終
了
。

Ⅲ
期
は
短
大
の
み
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
７
日（
水
）62
年
館
１
階
東
側
付

近
に
お
い
て
炊
き
出
し
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

訓
練
に
は
、防
災
管
理
委
員
、お
よ
び
参

加
希
望
の
教
職
員
、併
せ
て
25
名
が
集
ま

っ
た
。学
園
に
は
空
調
用
バ
ル
ク
タ
ン
ク（
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
）が
15
ケ
所
あ
り
、万
が
一
災
害
が

発
生
し
た
際
に
は
、炊
き
出
し
用
の
燃
料

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

災
害
用
と
し
て
２
０
０
人
×
３
日
分
の
食

料
品
等
を
備
蓄
し
て
い
る
。今
回
の
訓
練

で
は
、賞
味
期
間
が
間
近
と
な
っ
た
備
蓄

品
を
有
効
利
用
す
る
目
的
で
企
画
し
た
。

　

最
初
に
、訓
練
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

根
本
石
油
担
当
者
よ
り
、バ
ル
ク
タ
ン
ク
へ

の
接
続
方
法
や
注
意
事
項
の
説
明
を
う

け
、防
災
管
理
委
員
が
バ
ル
ク
タ
ン
ク
に
ガ

ス
ホ
ー
ス
を
接
続
し
た
。次
に
、コ
ン
ロ
と
ガ

ス
炊
飯
器
を
利
用
し
、五
目
御
飯
と
豚
汁

を
作
っ
た
。災
害
用
備
蓄
品
を
利
用
し
た

た
め
、五
目
御
飯
は
ア
ル
フ
ァ
米
に
お
湯
を

注
ぎ
１５
分
待
つ
だ
け
、豚
汁
は
、沸
騰
し
た

お
湯
に
豚
汁
の
素
を
入
れ
て
完
成
。「
味

は
、想
像
し
て
い
た
よ
り
も
美
味
し
か
っ

た
」「
避
難
先
で
温
か
い
豚
汁
が
食
べ
ら
れ

る
と
思
う
と
幸
せ
」と
の
感
想
が
あ
り
、

皆
で
美
味
し
く
い
た
だ
い
た
。災
害
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。い
ざ
と
い
う
時
、

落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、こ
れ
か
ら

も
訓
練
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　　

講演する会田容弘准教授

10/17（月）～10/28（金）

11/18（金）～12/2（金）

1/6（金）～1/20（金）

2/10（金）～2/24（金）

11/4（金）

12/10（土）

1/28（土）

3/3（金）

10/17（月）～10/28（金） 11/5（土） 11/14（月）

11/14（月）

12/16（金）

2/6（月）

3/8（水） 3/16（木）

11/25（金）

11/25（金）

1/5（木）
第1回　2/16（木）
第2回　3/16（木）

3/16（木）

平成29年度　   入  学  者  選  抜  日  程
選抜方法 願書受付期間 選抜日 合否通知発送日 手続き締切日

指定校推薦生・特待生
公募推薦生Ⅰ期
特別生Ⅰ期

指定校推薦生・特待生
公募推薦生Ⅰ期
特別生Ⅰ期

高大連携生
公募推薦生Ⅱ期
特別生Ⅱ期
一般生Ⅰ期

一般生Ⅲ期 ※大学のみ

1/30（月）～2/10（金） 2/17（金） 2/24（金） 第1回　3/8（水）
第2回　3/16（木）一般生Ⅱ期

高大連携生
公募推薦生Ⅱ期
特別生Ⅱ期
一般生Ⅰ期

一般生Ⅱ期
2/10（金）～2/24（金） 3/3（金） 3/8（水）AO生Ⅲ期  ※短大のみ

大
　
　
　
学

短 

期 

大 

学 

部

10/17（月）～10/28（金）

11/18（金）～12/2（金）

1/6（金）～1/20（金）

11/4（金）

12/10（土）

1/28（土）

10/17（月）～10/28（金） 11/5（土） 11/14（月）

11/14（月）

12/16（金）

2/6（月）

11/25（金）

11/25（金）

1/5（木）
第1回　2/16（木）
第2回　3/16（木）

1/30（月）～2/10（金） 2/17（金） 2/24（金） 第1回　3/8（水）
第2回　3/16（木）

炊
き
出
し
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
第
２
回
教
養
講
座

「
発
掘
ガ
ー
ル
と
考
古
学
」

平
成
29
年
度 

入
学
案
内
概
要

入
学
者
選
抜
実
施
要
綱
発
表

平
成
29
年
度―

大
学
・
短
大
合
同
説
明
会
―

平
成
29
年
度
　
入
試
内
容
説
明
会

̶

附
属
高
等
学
校̶



開成の杜（5） 開成の杜（4）

　進学を希望する高校生と保護者を対象
とした平成28年度オープンキャンパスが
６月12日、７月９日・10日、９月４日、10月
１日・２日の計５回開催された。
　模擬授業に出席し、施設を見学して志望
学科の先生方から直接アドバイスを受けら
れるのはオープンキャンパスが唯一の機会。
　東北各県や新潟、北関東などから1000
人が参加した。各科が実施した当日の模
様を紹介する。

平成２８年度 オープンキャンパス

吉
田　

百
花
、
佐
藤　

友
南
、
鈴
木
姫

ら
ら
、
植
田　

成
美
、
上
野　

玲
奈

（
高
３
年
）
、
矢
作　

陽
、
坂
牧　

朋

奈
、
長
谷
川　

舞
、
古
川　

春
香
（
高

２
年
）
協
会
派
遣
＝
佐
藤　

愛
水
、
渡

邉　

美
紅
（
高
２
年
）

■
新
体
操
部

　

星　
　

愛
梨
（
高
３
年
）

　

＊
福
島
県
選
抜
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン

　

渡
邉
柚
芽
理
（
高
２
年
）

　

星　

妃
羅
良
（
高
２
年
）

　

中
倉　

桜
都
（
高
１
年
）

　

金
澤　

萌
桃
（
高
１
年
）

　

二
瓶　

萌
椰
（
高
１
年
）

　

協
会
派
遣
＝
遠
藤　

芽
生
（
高
２

年
）
矢
代　

優
月
（
高
１
年
）

■
剣
道

▽
成
年
女
子

　

選
手
兼
監
督
＝
松
尾　

智
美
先
生

■
女
子
ボ
ウ
リ
ン
グ

　

大
河
内　

未
来
（
大
食
・
２
年
）

■ 

県
総
合
体
育
大
会

■
弓
道
大
会

▽
個
人　

遠
的
２
位

　

中
村　

優
里
（
短
大
・
食
物
１
年
）

■ 

第
56
回
県
高
校
新
人
大
会

■ 

陸
上
競
技
福
島
県
大
会

■
円
盤
投
げ

▽
８
位　

渡
辺
麻
理
奈
（
高
２
年
）

■
１
０
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

▽
７
位　

郡
司　

采
佳
（
高
１
年
）

■ 

大
学
同
窓
会
総
会

■ 

名
倉
会
長
を
再
任

　

郡
山
女
子
大
学
同
窓
会
は
９
月
25
日
、

郡
山
市
桑
野
の
学
生
会
館
で
総
会
を
開

き
、
役
員
改
選
で
名
倉
美
恵
子
会
長
を

再
任
し
た
。
任
期
は
２
年
。

　

会
長
以
外
の
役
員
は
次
の
通
り
。

　

副
会
長　

山
崎　

純
子
（
再
任
）

　
　

〃　
　

佐
藤　

悦
子
（
同
）

　
　

〃　
　

小
林　

澄
枝
（
新
任
）

■ 

短
大
同
窓
会
総
会

■ 

安
斎
会
長
を
再
任

　

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会

は
９
月
11
日
、
学
生
会
館
で
総
会
を
開

き
、
安
斎
悦
子
会
長
を
再
任
し
た
。
任

期
は
２
年
。
他
の
役
員
は
次
の
通
り
。

　

副
会
長　

村
上
よ
し
子
（
再
）

　
　

〃　
　

小
池　

晶
子
（
再
）

　
　

〃　
　

草
野　

葉
子
（
学
内
役
員

　
　
　
　
　

・
新
）

■ 

校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

■ 

２
年
２
組
が
学
校
長
賞

　

附
属
高
校
の
第
42
回
校
内
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
が
６
月
29
日
、
建
学
記
念
講
堂

で
開
か
れ
、
２
年
２
組
が
学
校
長
賞
に

輝
い
た
。

　

全
校
12
ク
ラ
ス
、３
０
０
人
が
参
加
、放

課
後
や
昼
休
み
に
練
習
を
重
ね
て
き
た

課
題
曲
の
校
歌
と
自
由
曲
を
披
露
し
た
。

　

自
由
曲
と
成
績
は
次
の
通
り
。

▽
学
校
長
賞

　

２
年
２
組「
今
、咲
き
誇
る
花
た
ち
よ
」

▽
金　
　

賞

　

３
年
３
組
「
あ
り
が
と
う
」

▽
優
良
賞

　

１
年
食
物
「
糸
」

　

２
年
３
組
「
明
日
へ
の
手
紙
」

　

３
年
４
組
「
言
葉
に
す
れ
ば
」

■ 

中
国
高
校
総
体

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▽
女
子
予
選
グ
ル
ー
プ
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
０
―
２
九
州
文
化

学
園
（
長
崎
）

▽
同
敗
者
復
活
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
２
―
１
滋
賀
短
大

附
属
（
滋
賀
）

▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
０
―
２
東
九
州
龍

谷
（
大
分
）

■
新
体
操

▽
女
子
団
体

　

郡
山
女
子
大
附
属　

31
位

　

星　

愛
梨
（
高
３
年
）
、
渡
邉
柚
芽

理
、
星　

妃
羅
良
（
高
２
年
）
、
中
倉

桜
都
、
二
瓶　

萌
椰
、
金
澤　

萌
桃

（
高
１
年
）

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

▽
１
回
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
29
―
18
一
条（
奈

良
）

▽
２
回
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
17
―
20
埼
玉
栄

（
埼
玉
）

■ 

第
18
回
紫
灘
旗
全
国
高
校

■ 

遠
的
弓
道
大
会

　

福
岡
県
久
留
米
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
陸
上
競
技
場
（
特
設
射
場
）

８
月
20
日
(土)
・
21
日
(日)

　

鈴
木　

彩
花
（
高
２
年
）

　

渡
邊　

美
柚
（
高
２
年
）

　

坂
本　

美
咲
（
食
物
２
年
）

■ 

国
民
体
育
大
会

■ 「
２
０
１
６
希
望
郷 

い
わ
て
国
体
」

出
場
選
手

■
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

▽
少
年
女
子

　

県
代
表
監
督
＝
冨
本　

栄
次
先
生

　

選
手
＝
湯
田
帆
乃
夏
、
遠
藤　

和
、

■ 

第
27
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

■ 

優
秀
校
東
京
公
演
ポ
ス
タ
ー
公
募

▽
優
秀
賞　

五
十
嵐
夢
衣
（
高
３
年
）

▽
優
良
賞　

大
和
田
実
来
（
高
３
年
）

■ 

第
20
回
全
国
き
も
の
デ
ザ
イ
ン

■ 

コ
ン
ク
ー
ル

○
一
般
Ｃ
Ｇ
の
部　

▽
銀　

賞　

増
子　

幸
乃
（
短
大
・
生

芸
２
年
）

■ 

第
70
回
県
総
合
美
術
展

【
日
本
画
の
部
】

○
青
少
年
美
術
奨
励
賞

▽
県
教
育
長
賞　

今
関　

ゆ
き
（
高
３

年
）

▽
入
選　

小
澤　

香
純
・
蛭
田　

幸

保
・
吉
田　

七
海
（
高
３
年
）

【
洋
画
の
部
】

○
青
少
年
美
術
奨
励
賞

▽
県
教
育
長
賞

　

髙
橋
す
ず
ね
（
短
大
・
生
芸
１
年
）

▽
入
選

　

阿
部
か
ん
な
（
短
大
・
生
芸
２
年
）

　

齋
藤
あ
か
り
（
短
大
・
生
芸
２
年
）

　

飯
村　

美
咲
・
荻
野　

美
奈
・
白
川

七
美
（
高
３
年
）

【
彫
刻
の
部
】

○
福
島
県
美
術
奨
励
賞

▽
福
島
放
送
社
長
賞

　

小
倉　

春
香
（
短
大
・
生
芸
・
平
成

27
年
度
卒
）

▽
入
選

　

高
橋　

紗
羅
・
冠
木　

美
音
・
渡
辺

麻
里
奈
（
短
大
・
生
芸
・
平
成
27
年

卒
）

■ 

第
64
回
全
国
高
等
学
校

■ 

家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
福
島
大
会

　

第
64
回
全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ

研
究
発
表
福
島
大
会
が
８
月
４
日
・
５

日
、全
国
か
ら
２
０
０
０
人
が
参
加
し
て

郡
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

　

大
会
ポ
ス
タ
ー
お
よ
び
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
表
紙
に
附
属
高
校
美
術
科
出
身
岡

本
遥
子
さ
ん
（
女
子
美
術
短
大
１
年
）
、

髙
橋
す
ず
ね
さ
ん
（
短
大
・
生
芸
１

年
）
の
合
同
作
品
が
採
用
さ
れ
た
。

■ 

第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

■ 「
２
０
１
６
年
ひ
ろ
し
ま
総
文
」

▽
自
然
科
学
部
門　

文
化
連
盟
賞
受
賞

「
人
工
イ
ク
ラ
の
合
成
と
そ
の
膜
の
強

度
の
研
究
」

　

寺
山
七
々
瀬
（
高
３
年
）

　

星　
　

美
聡
（
高
３
年
）

■ 

群
馬
県
館
林
・
生
徒
会
・
弁
論
部
主
催

■ 

第
64
回
全
国
高
等
学
校

■ 

決
勝
弁
論
大
会

　

三
坂
成
海
さ
ん
（
高
３
年
）
が
、

「
笑
顔
の
源
」
の
演
題
で
出
場
し
た
が
、

惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
た
。

●
大
学
／
人
間
生
活
学
科

　

生
活
総
合
コ
ー
ス
で
は
界
面
活
性
剤
で

お
も
し
ろ
実
験
！
福
祉
コ
ー
ス
で
は
負
担

の
か
か
ら
な
い
介
助
、建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
で
は「
自
分
で
作
る
初
め
て
の
建
築
模

型
」「
ミ
ニハ
ウ
ス
制
作
」を
体
験
し
た
。

　

山
口
県
防
府
市
ソ
ル
ト
ア
リ
ー
ナ
で
開

催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
、今
年
も
福
島

県
代
表
と
し
て
出
場
し
て
き
ま
し
た
。部

員
25
名
が
チ
ー
ム
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
信
」を
志
し
、全
国
で
戦
え
る
チ
ー
ム
を
目

指
し
、毎
日
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。予
選
グ
ル
ー
プ
戦
を
勝
ち
進
み
、決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
九
州
の
強
豪
校
と
力

いっ
ぱ
い
戦
って
ま
い
り
ま
し
た
。今
大
会
を

通
じ
て
全
国
の
力
を
知
る
と
共
に
、自
分
た

ち
が
こ
れ
か
ら

全
国
で
勝
ち

進
ん
で
い
く
た

め
の
課
題
を

見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら

も
チ
ー
ム
一

丸
と
な
っ
て
、

全
国
上
位
入

賞
を
目
指
し

頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

毎
年
好
評
の
無
料
送
迎
バ
ス
が
今
年
も

７
コ
ー
ス
で
運
行
さ
れ
て
喜
ば
れ
た
。「
西
那

須
野
・
黒
磯
方
面
」「
福
島
・
二
本
松
・

本
宮
方
面
」「
喜
多
方・会
津
若
松
・
猪
苗

代
方
面
」「
白
河
・
矢
吹
・
須
賀
川
方
面
」

「
棚
倉
・
石
川
方
面
」「
小
野
・
船
引
・
三

春
方
面
」「
い
わ
き
泉
・
い
わ
き
駅
方
面
」

か
ら
の
無
料
送
迎
バ
ス
を
多
く
の
参
加
者

が
利
用
し
た
。

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
運
営
ス
タ
ッ
フ
、

「
メ
ー
プ
ル
ガ
ー
ル
」が
今
年
も
ブ
ー
ス
を

設
け
、参
加
し
た
高
校
生
と
学
生
生
活
な

ど
に
つい
て
語
り
あ
っ
た
。

　

大
学
・
食
物
栄
養
学
科
と
短
大
・
食

物
栄
養
専
攻
の
学
生
が
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
ラ
ン
チ
や
、短
大
・
音
楽
科
に
よ
る
ミ
ニ

演
奏
会
も
大
好
評
だ
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

学
生
が
大
活
躍

　

今
年
度
か
ら
、東
北
５
県
と
新
潟
か
ら

参
加
の
高
校
生
に
交
通
費
が
補
助
さ
れ
た
。

高
校
生
１
名
に
つ
き
保
護
者
１
名
ま
で
、新

幹
線
最
寄
り
駅
か
ら
郡
山
駅
ま
で
の
運
賃

（
片
道
）が
支
給
さ
れ
た（
端
数
は
５
０
０
円

単
位
で
切
り
上
げ
計
算
）。こ
の
制
度
は
来

年
も
継
続
さ
れ
る
。

参
加
の
高
校
生
に
交
通
費
補
助

　

私
た
ち
は「
速
く
て
早
いハン
ド
ボ
ー
ル
」

を
テ
ー
マ
に
緩
急
を
つ
け
て
走
り
な
が
ら
判

断
を
早
く
す
る
た
め
の
辛
く
厳
し
い
練
習

に
耐
え
、イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
２
年
連
続
２
回

目
の
出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、２
回
戦
敗
退
と
い

う
と
て
も
悔
し
い
結
果
と
な
って
し
ま
い
ま

し
た
が
、そ
の
後
半
、自
分
た
ち
が
取
り
組

ん
で
き
た
堅
守
速
攻
で
相
手
を
追
い
詰
め

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、最
後
ま
で
諦
め
ず

笑
顔
で
戦
う

こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
３

年
間
の
取
組

み
が
成
果
と

し
て
表
れ
た

試
合
で
し
た
。

　

こ
の
貴
重

な
経
験
を
来

年
の
地
元
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で

活
か
し
、全
国

ベ
ス
ト
８
以
上

を
達
成
し
て

ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

福
岡
県
久
留
米
市
で
開
催
さ
れ
た
第

18
回
紫
灘
旗
全
国
高
校
遠
的
弓
道
大
会

に
出
場
し
て
参
り
ま
し
た
。普
段
と
違
う

環
境
で
弓
を
引
く
の
は
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
が
、全
国
の
レ
ベ
ル
を
自
分
の
目
で
見

て
、競
技
を
す
る
こ
と
で
体
感
し
、こ
の
舞

台
に
立
て
た
と
い
う
経
験
か
ら
、私
た
ち
２

年
生
に
とって
実
り
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
経
験
を
生
か
し
、
１
年
生
と

と
も
に
チ
ー

ム
一
丸
と

な
っ
て
新
た

な
目
標「
新

人
戦
で
の
上

位
入
賞
」を

目
指
し
、

日
々
の
練
習

を
怠
ら
ず
、

精
進
し
て

参
り
ま
す
。

コース毎に教育内容を説明

●
大
学
／
食
物
栄
養
学
科

　

給
食
施
設
で
使
用
す
る
調
理
機
器
の

特
性
と
学
生
が
提
供
し
た
給
食
の
メ
ニュ

ー
を
紹
介
。

楽しいおやつの時間を考えよう

●
短
大
／
福
祉
情
報
専
攻

　
い
も
む
し
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
簡
単
な
ポ
ス
タ

ー
作
り
に
挑
戦
し
た
。

パソコンを使ったポスター制作

手話の歌も体験

●
短
大
／
食
物
栄
養
専
攻

　

低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
お
や
つ
を
作
り
試
食
、

飲
み
物
の
甘
さ
を
調
べ
た
。

低エネルギーのおやつ作り

●
短
大
／
生
活
芸
術
科

　

絵
画
・
彫
刻
・
デ
ザ
イ
ン
・
Ｃ
Ｇ
な
ど

の
実
習
室
を
本
科
学
生
と
巡
っ
た
。

文化施設活用術を共に考える大活躍のメープルガールズ

3年連続3回目の出場

●
短
大
／
文
化
学
科

　

博
物
館
、美
術
館
、資
料
館
な
ど
の
文

化
施
設
活
用
術
を
一
緒
に
考
え
た
。

ピアノの公開レッスンを見学

●
短
大
／
音
楽
科

　

ピ
ア
ノ
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
公
開
レ
ッ
ス

ン
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
よ
る
音
楽
鑑
賞
の

公
開
授
業
が
行
わ
れ
た
。

デッサンのコツをレクチャー

インターハイで活躍した25名笑顔で戦ったインターハイ

バ
レ
ー
部

弓
道
部

　
「
心
を
一
つ
に
、ノ
ー
ミ
ス
の
演
技
を
！
」

を
目
標
に
、団
体
競
技
に
お
い
て
は
６
年

連
続
15
度
目
の
県
大
会
優
勝
を
成
し
遂

げ
、今
年
度
も
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

と
な
り
ま
し
た
。こ
の
４
月
か
ら
は
、４
名

の
新
入
部
員
を
迎
え
、８
名
の
メ
ン
バ
ー
で

練
習
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

〜
美
し
く
咲
け　

君
の
笑
顔
と　

努

力
の
華
〜
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、全
国
大

会
の
大
舞
台
で
は
、メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り

が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
高
い
技
術

や
表
現
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
よ

う
、堂
々
と
演
技
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。全

国
の
壁
は
厚
く
、結
果
は
45
チ
ー
ム
中
31

位
に
と
ど
ま
り
、さ
ら
に
課
題
が
見
え
て

き
ま
し
た
。

　

新
体
操
は
、試
合
の
一
度
の
演
技
で
全
て

を
出
し
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
り
、そ
の
数
分
間
で
勝
負
が
決
ま
り

ま
す
。最
後
の
最
後
は
自
分
と
の
戦
い
で
あ

り
、仲
間
と
の
信
頼
関
係
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
を
再
確
認
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。皆
様

の
ご
支
援
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
体
操
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

笑顔で迎えた全国インターハイ

人
　
事

【
事
務
局
】

　
■
期
限
付
専
任
事
務
職
員

【
依
願
退
職
】

（
７
月
１
日
付
）

平
田
　
彩
紀
＝
入
学
事
務
・
広
報
部
職
員

（
７
月
19
日
付
）

美しいハーモニーを響かせる生徒たち

附属高校出身の作品が表紙を飾る

私 た ち の 学 園
郡山女子大学大学院　　郡山女子大学　　郡山女子大学短期大学部

●
短
大
／
幼
児
教
育
学
科

　

さ
ま
ざ
ま
な
歌
あ
そ
び
や
リ
ズ
ム
あ

そ
び
を
体
験
。
保
育
現
場
で
使
え
る
自

然
体
験
活
動
の
実
践
例
も
紹
介
。

全
国
大
会
出
場

八
巻
　
良
照
　
職
員

や
ま
き
　
よ
し
て
る
　

遠
藤
　
一
美
　
職
員

え
ん
ど
う
　
　ひ
と
み

特集特集

福
島
大
学
経
済
短
期
大
学
部
卒

白
河
高
校
兼
白
河
第
二
高
校
事

務
長

県
立
医
大
健
康
調
査
課
甲
状
腺

検
査
室
主
査（
キ
ャッ
プ
）

所
属
＝
高
校
事
務
室
長

文
教
大
学
女
子
短
期
大
学
部
英

語
英
文
科
卒

所
属
＝
入
学
事
務
・
広
報
部

全
国
大
会
に
出
場



開成の杜（6）

学
校

法
人

郡
山
開
成
学
園

平
成
27
年
度
　
事
業
報
告

表① 院生・学生・生徒・園児在籍総数【1,197名：前年度比　６名増】学則等収容定員【2,509名】  単位：名

表② 教職員324名【教育職員258名 事務職員66名】

10
3
13

0
／
0

2
／
2

2
0
2

20
9
29

／
0
0

／
0
0

／
0
0

40
80
120

10
10
20

10
57
67

51
230
281

180
340
520

18
62
80

15
67
82

8
44
52

240
20
20
40
320

72
7
13
28
120

720
60
60
120
960

74
9
14
30
127

56
8
12
32
108

40
120
140
20
30
40
390

10

12
17
13
42

10
16
16
42

22
33
29
84

16
5
0
21

40
80
80
200

2 6 8 20

80
240
280
40
60
80
780

16
46
62

124
14
7
21
228

21
52
73

116
22
7
21
239

37
98
135

240
36
14
42
467

202
24
39
90
355

☆福島学習センター出向職員　5名　☆時間雇用職員　7名

学校別 教員数
郡山女子大学
郡山女子大学短期大学部
郡山女子大学附属高等学校
郡山女子大学附属幼稚園

　　38名
    52名
    46名
     10名
 146名

職員数
　　20名
    37名
   　8名
     1名
    66名

非常勤講師
    38名
    47名
   23名
4名

   112名

合計
　96名
 136名
 77名
  15名
 324名計

27

学科名

学科名

学科名

幼児教育学科

一
、法
人
の
概
要

（1）
建
学
の
精
神

　

本
学
園
は
、建
学
の
精
神「
尊
敬
」「
責

任
」「
自
由
」を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、敬

愛
で
き
る
豊
か
な
人
柄
を
創
り
他
者
に
お

い
て
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
、そ
し
て
、人
間
と

し
て
存
在
す
る
た
め
に
は
、責
任
あ
る
行
動

で
社
会
へ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
。つ
ま
り
、個

性
を
重
視
し
、互
い
に
理
解
す
る「
個
の
確

立
」と「
他
と
の
協
調
」を
も
って
、自
主・自

立
で
き
る
女
性
と
し
て
の
人
間
育
成
を
図

る
の
が
目
的
で
あ
る
。

（2）
学
校
法
人
の
沿
革

○
法
人
名　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

（
創
立
昭
和
22
年
4
月
22
日
）

○
所
在
地　

福
島
県
郡
山
市
開
成
三
丁

目
25
番
2
号　

○
代
表
者　

理
事
長　

関
口  

修

○
設
置
学
校
名

郡
山
女
子
大
学
大
学
院

開
設
：
修
士
課
程
平
成
4
年
4
月

　
　
　

博
士
課
程
平
成
8
年
4
月

郡
山
女
子
大
学

開
設
：
昭
和
41
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

開
設
：
昭
和
25
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

開
設
：
昭
和
32
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

開
設
：
昭
和
30
年
4
月

○
学
校
長
名

郡
山
女
子
大
学

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

校
長　

八
幡　

文
明

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

園
長　

賀
門　

康
博

（３）
学
校
・
学
部
・
学
科
等
の
入
学
定
員
、学

生
数
の
状
況（
平
成
27
年
5
月
1
日
現
在
）

学
生
数
の
状
況

在
籍
総
数 

1
、1
9
7
名

学
則
等
収
容
定
員 

2
、5
0
9
名

○
在
籍
数
一
覧　

表
①
参
照

（４）
役
員
・
教
職
員

　

理
事
10
人
・
監
事
２
人
・
評
議
員
22
人

理
事
会
４
回
開
催
、評
議
員
会
３
回
開
催
、

監
事
監
査
１
回
実
施
、会
計
士
監
査
４
回

（５）
教
職
員　

表
②
参
照

二
、事
業
の
概
要（
当
該
年
度
）

　

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
尊
敬
・

責
任
・
自
由
」と
学
園
の
基
本
方
針
で
あ

る「
品
位
高
尚
」「
秩
序
倹
約
」「
創
造
自

立
」を
も
と
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
、部
署
に

お
い
て
計
画
し
た
教
育・運
営
に
関
す
る
事

項
を
実
施
し
た
。

※
教
育
等
実
施
内
容

　

各
部
署
毎
に
年
度
当
初
に
立
て
た
計
画

に
基
づ
き
、計
画（
Ｐ
ｌａｎ
）、実
施（
Ｄｏ
）、

評
価（
Ｃ
ｈｅｃ
ｋ
）、改
善（
Ａｃ
ｔ
）の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
従
い
、教
育
活
動
並
び
に

事
務
活
動
を
行
っ
た
。

※
平
成
27
年
度
入
学
者
・
入
園
児
数

　

大
学
67
名
・
３
年
編
入
学
15
名
・
短
大

２
２
８
名
・
専
攻
科
２
名
・
高
校
１
２
０

名
・
幼
稚
園
21
名　

計
４
５
３
名

※
平
成
27
年
度
修
了
生
・
卒
業
生

　

大
学
院
２
名
・
大
学
49
名
・
短
大
２
２

６
名
・
専
攻
科
５
名
・
高
校
１
０
８
名
・

幼
稚
園
29
名　

計
４
１
９
名

（１）
法
人
関
係
で
実
施
し
た
主
な
事
業

・
平
成
27
年
度
年
度
当
初
学
園
全
体
職

員
会

・
学
園
創
立
69
周
年
記
念
式
典

・
郡
山
う
ね
め
踊
り
に
参
加　

準
大
賞

・
安
全
防
災
訓
練

・
第
69
回
も
み
じ
会

・
福
島
県
私
学
振
興
大
会

・
平
成
28
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

・
平
成
27
年
度
自
己
点
検
報
告
会

・
平
成
27
年
度
年
度
末
学
園
全
体
職
員
会

・
平
成
27
年
度
採
用
者
の
新
任
式

・
新
任
者
オ
リ
エン
テ
ー
シ
ョン

（２）
大
学
院
・
大
学
・
短
大
で
実
施
し
た
主

な
事
業

・
大
学
第
50
回
、短
大
第
66
回
、専
攻
科
第

16
回
入
学
式・

第
１
回
〜
４
回
・
春
の
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

・
平
成
28
年
度
大
学
・
短
大

入
学
者
選
抜
実
施
内
容
及

び
教
育
内
容
等
説
明
会

・
第
１
回
〜
３
回
高
大
連

携
基
礎
能
力
適
性
調
査

・
Ｋ
Ｇ
Ｃ
サ
マ
ー
リ
フ
レ
ッ
シ

ュプ
ロ
グ
ラ
ム

・
Ａ
Ｏ 

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
期
選
抜

　

実
施

・
第
51
回
学
園
教
育
充
実
研

究
会（
大
学
・
短
大
の
部
）

・
大
学
院
Ⅰ
・
Ⅱ
期
選
抜
実
施

・
大
学
３
年
編
入
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
期
選
抜
実
施

・
大
運
動
会

・
入
学
大
学
・
短
大「
特
待
生
・
指
定
校

生
・
公
募
推
薦
生
Ⅰ
期
・
特
別
生
Ⅰ

期
」選
抜
実
施

・
入
学
大
学・短
大「
公
募
推
薦
生
Ⅱ
期
・

特
別
生
Ⅱ
期
・
専
攻
科
Ⅰ
期
」大
学
院

Ⅱ
期
選
抜
実
施

・
入
学
大
学
・
短
大「
一般
生
Ⅰ
・
Ⅱ
期
・
大

学
３
年
次
編
入
Ⅱ
・
Ⅲ
期
」選
抜
実
施

・
大
学
院
第
22
回
、大
学
第
47
回
、短
大
第

65
回
、専
攻
科
第
15
回
卒
業
式

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

主
任
・
大
学
・
短
大
教
授
会
・
研
究
委

員
会（
月
１
回
）、入
試
判
定
委
員
会
、学
生

生
活
委
員
会
、就
職
対
策
委
員
会
・
担
当

者
会
議
、期
末
試
験
、教
育
実
習
、定
期
演

奏
会
、卒
業
研
究
発
表
、健
康
診
断
、学
生

相
談
、教
育
課
程
体
験
事
前
指
導
、就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
、職
業
適
性
検
査

※
平
成
27
年
度
卒
業
者
就
職
状
況

【
大
学
】卒
業
者
数
49
人
中

　

就
職
決
定
者
数
46
人（
就
職
率
98
％
）

【
短
大
】卒
業
者
数
２
３
１
人
中

　

就
職
決
定
者
数
２
０
２
人（
就
職
率
98
％
）

（３）
附
属
高
等
学
校

　
「
私
を
創
る
―
未
来
の
私
を
考
え
て
―
」

と
い
う
努
力
目
標
を
掲
げ
、生
徒
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
目
標
を
設
定
し
、高
校
生

活
を
よ
り
有
意
義
に
送
る
た
め
に
、生
徒
の

自
己
啓
発
と
自
発
性
を
育
成
。

○
実
施
し
た
主
な
事
業

・
第
59
回
入
学
式
・
関
口
育
英
奨
学
金
認

定
式

・
第
１
回
〜
２
回
学
校
見
学
会

・
第
53
回
東
北
地
区
私
学
研
修
会

・
個
別
相
談
会（
２
回
）

・
入
試
内
容
説
明
会

・
個
別
相
談
会（
２
回
）

・
修
学
旅
行（
第
２
学
年
）・
入
学
者
選
考
会

・
第
57
回
卒
業
式
・
新
入
生
説
明
会

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

職
員
会
議
・
運
営
委
員
会（
月
１
回
開
催
）、

教
育
実
習
、進
学
相
談
会
、考
査
、実
力
テ

ス
ト
、健
康
診
断
、校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、

校
内
球
技
大
会
、定
期
演
奏
会
、卒
業
発
表

会
、卒
業
作
品
展
な
ど

（
４
）附
属
幼
稚
園

　

本
園
は
、「
よ
く
み
る
、よ
く
き
く
、よ
く

か
ん
が
え
て
」を
教
育
目
標
と
し
て
、園
児

に
き
め
細
か
い
保
育
と
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
集
団
で
の

遊
び
に
も
力
を
入
れ
て
保
育
を
行
っ
た
。

○
実
施
し
た
主
な
事
業

・
第
61
回
入
園
式

・
創
立
記
念
日
の
お
集
ま
り

・
第
51
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
幼
稚

園
の
部
）

・
平
成
28
年
度
入
園
説
明
会

・
附
属
幼
稚
園
運
動
会（
第
二
体
育
館
）

・
平
成
28
年
度
入
園
面
接
・
１
日
入
園

・
第
61
回
卒
園
式

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

　

春
・
秋
の
遠
足
、保
育
参
観
、お
泊
り
保

育
、預
り
保
育
、延
長
保
育
、夏
季
保
育
、七

五
三
、ぼ
く
と
わ
た
し
の
さ
く
ひ
ん
て
ん
、ク

リ
ス
マ
ス
会
、お
も
ち
つ
き
、節
分
の
お
あ
つ

ま
り
、お
別
れ
会
食
、親
子
パ
ー
テ
ィ
ー
、発

表
会
、園
庭
整
備
、父
母
の
講
座
、Ｋ
Ｇ
Ｃ
マ

ミ
ー
ク
ラ
ブ
、父
母
会
総
会
、避
難
訓
練（
２

回
実
施
）

（５）
家
庭
寮（
27
年
度
当
初
在
寮
生
50
名
）

新
入
寮
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ン
、リ
ー
ダ

ー
会
議
、入
寮
生
歓
迎
会
、お
茶
会
、七
夕

会
、い
も
煮
会
、ク
リ
ス
マ
ス
会
、避
難
訓
練

（６）
大
学
図
書
館（
高
校
分
館
を
含
む
）

・
本
学
図
書
館
高
大
連
携
打
合
せ
会

・
運
営
委
員
会
・
土
曜
開
館
・
蔵
書
点
検

（７）
保
健
室

定
期
健
康
診
断
実
施（
大
学
・
短
大
生
・

高
校
生
・
園
児
・
教
職
員
）

（８）
学
園
創
立
者
関
口
育
英
奨
学
生
の
採
用

（９）
学
生
・
生
徒
・
園
児
募
集

①
大
学
・
短
大
進
学
相
談
会

②
高
等
学
校
訪
問　

③
中
学
校
訪
問

④
園
児
募
集（
パ
ン
フ
レッ
ト
）

⑤
大
学
・
短
大
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

⑥
高
校
入
試
内
容
説
明
会（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ポ
リ
シ
ー
）

＊
そ
の
他
、学
生
・
生
徒・園
児
募
集
の
た

め
の
学
校
案
内（
大
学
・
短
大
、高
校
、幼

稚
園
）の
作
成
と
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

（10）
部
活
動
及
び
応
募
等
の
活
動
状
況

○
第
61
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

第
１
位

○
第
68
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会

少
年
女
子
：
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

第
１
位

○
平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
体
育
大

会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）バ
レ
ー
ボ
ー
ル
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
２
回
戦
進
出

○
平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
選
抜
卓

球
大
会　
シ
ン
グ
ル
ス
出
場

○
平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
体
育
大

会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）新
体
操　

団
体
出
場

○
第
68
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会　

少

年
女
子
：
ハン
ド
ボ
ー
ル　

第
１
位

○
第
61
回
福
島
県
高
等
学
校
体
育
大
会

ハン
ド
ボ
ー
ル 

第
１
位　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

○
第
39
回
東
北
高
等
学
校
ハン
ド
ボ
ー
ル
選

抜
大
会　

第
１
位

○
第
23
回
日
・
韓
・
中
ジ
ュニ
ア
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
交
流
競
技
会

○
平
成
27
年
度
福
島
県
高
等
学
校
新
人

体
育
大
会　

剣
道　

女
子
団
体　

第
１
位

○
第
68
回
福
島
県
総
合
体
育
大
会
弓
道

遠
的
競
技　

女
子
個
人　

第
１
位

○
第
15
回
マ
ー
チ
ン
グ
&
バ
ト
ン
ス
テ
ー
ジ

全
国
大
会　

優
秀
賞

○
第
33
回
福
島
県
マ
ー
チ
ン
グ
フェス
テ
ィ
バ

ルマ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
協
会
の
部　

金
賞

○
第
69
回
福
島
県
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
高
等

学
校
の
部　

金
賞

○
第
９
回
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全

国
大
会

○
第
17
回
シ
ョパ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

in 

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
ア
ジ
ア
大
会

○
第
34
回
福
島
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
自
然
科
学
部
門
、第
28
回
福
島
県
高
等

学
校
生
徒
理
科
研
究
発
表
会　

化
学
部

門
最
優
秀
賞

○
第
35
回
全
国
高
校
生
読
書
体
験
記
コ
ン

ク
ー
ル　

優
良
賞

○
第
19
回
全
国
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル　

京
都
府
知
事
賞

○
第
２
回
豆
腐
レ
シ
ピ
甲
子
園　

最
優
秀
賞

（11）
安
全
管
理

①
屋
内
消
火
栓
及
び
消
火
器
の
消
火
訓
練

を
寮
職
員
・
寮
生
向
け
に
実
施

②
防
災
管
理
委
員
会
に
よ
る
屋
内
消
火
栓

の
消
火
訓
練
を
実
施

③
安
全
防
災
訓
練
を
実
施
し
、身
の
安
全

確
保
並
び
に
避
難
訓
練
を
実
施

（12）
施
設
・
設
備
関
係

施
設
・
設
備
に
つ
い
て
は
、安
全
性（
放
射

線
対
策
等
）と
ア
メ
ニ
テ
ィ（
快
適
な
空
間
）

に
配
慮
し
た
教
育
研
究
環
境
の
整
備
を
優

先
順
位
に
よ
り
行
っ
た
。

（13）
環
境
関
係

ｅｃｏ
検
定
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
５
に
て
郡
山

女
子
大
学
エ
コ
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
、エ
コ
ユ
ニッ
ト

部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞

（14）
そ
の
他
資
料

※
家
族
会
等

・
家
族
会
役
員
・
常
任
委
員
合
同
委
員
会

・
家
族
会
総
会

・
家
族
会
方
部
別
教
育
懇
談
会（
開
催
時

期
は
７
月
上
旬
か
ら
７
月
下
旬
）

※
芸
術
鑑
賞
講
座

①「
小
川
典
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

②「
沖　

仁
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
」

③「
ふ
る
さ
と
大
賞
作
品
展
」

④「
イ
・
ム
ジ
チ
合
奏
団
」

⑤
東
京
演
劇
集
団
風「
ハム
レッ
ト
」

※
教
養
講
座

第
１
回
〜
２
回
教
養
講
座

①「
時
代
認
識
と
ふ
く
し
ま
再
生
の
道
」

②「
ニュー
ス
か
ら
未
来
が
見
え
る
」

（含編入定員４０名）



開成の杜（7）

平
成
27
年
度
　
決
算
報
告

監
査
報
告
書

平
成
28
年
５
月
26
日

学
校
法
人　

郡
山
開
成
学
園

監
事　

橋
本　

忠
雄

監
事　

遠
藤　

武
士

　

私
た
ち
は
、学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

の
監
事
と
し
て
、私
立
学
校
法
第
37
条
第
３

項
に
基
づ
い
て
同
学
園
の
平
成
27
年
度（
平

成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
）に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
計
算
書

類（
資
金
収
支
計
算
書
、事
業
活
動
収
支
計

算
書
、貸
借
対
照
表
及
び
附
属
明
細
表
）を

含
め
、学
校
法
人
の
業
務
並
び
に
財
産
の
状

況
に
つい
て
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
監
査
に
あ
た
り
、理
事
会
そ
の

他
重
要
な
会
議
に
出
席
す
る
ほ
か
理
事
か

ら
の
業
務
の
報
告
を
聴
取
し
、重
要
な
決
裁

書
類
等
を
閲
覧
す
る
な
ど
必
要
と
思
わ
れ

る
監
査
手
続
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
、私
た
ち
は
、学
校
法
人
の
業

務
に
関
す
る
決
定
及
び
執
行
は
適
切
で
あ
り
、

財
産
目
録
及
び
計
算
書
類
は
会
計
帳
簿
の

記
載
と
合
致
し
、法
人
の
収
支
及
び
財
産
の

状
況
を
正
し
く
示
し
て
お
り
、学
校
法
人
の

業
務
又
は
財
産
に
関
し
不
正
の
行
為
又
は
法

令
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反
す
る
事
実
は

な
い
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。 　

  

以
上

　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園
の
平
成
27
年

度
決
算
に
つ
い
て
、東
邦
監
査
法
人
の
監
査

を
受
け
、理
事
会
・
評
議
員
会
で
報
告
、決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
資
金
収
支
計
算
書
に
お
い

て
、前
年
度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
た
資

金
収
入
合
計
は
、３
，９
５
４
，６
５
４
千
円
と

な
り
、予
算
よ
り
７
５
，２
３
４
千
円
上
回
り

ま
し
た
。こ
れ
は
、主
と
し
て
、手
数
料
収
入
、

前
受
金
収
入
等
で
は
見
込
み
を
下
回
り
ま

し
た
が
、補
助
金
収
入
、雑
収
入
等
で
見
込

み
を
上
回
っ
た
た
め
で
す
。

　

資
金
支
出
は
、人
件
費
支
出
、そ
の
他
の

支
出
等
で
見
込
み
を
上
回
り
ま
し
た
が
、教

育
研
究
経
費
支
出
、設
備
関
係
支
出
等
で

見
込
み
を
下
回
っ
た
た
め
、２
，６
８
６
，１
３

４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、翌
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
１
，

２
６
８
，５
２
０
千
円
と
な
り
、予
算
よ
り
３

２
，１
５
２
千
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
事
業
活
動
収
支
計
算
書
に

お
い
て
、事
業
活
動
収
入
合
計
よ
り
事
業
活

動
支
出
合
計
が
大
き
い
た
め
、当
年
度
収
支

差
額
は
、△
６
８
８
，４
９
０
千
円
と
な
って
お

り
ま
す
。ま
た
、基
本
金
は
、除
却
資
産
２
３

６
，７
６
８
千
円
の
計
上
に
よ
り
基
本
金
組

入
れ
対
象
額
が
取
崩
し
対
象
額
を
下
回
っ

た
た
め
、取
崩
額
１
０
５
，９
６
２
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

従
っ
て
、当
年
度
収
支
差
額
△
６
８
８
，４

９
０
千
円
に
、前
年
度
繰
越
収
支
差
額
△
６
，

５
９
７
，０
６
４
千
円
を
加
え
、さ
ら
に
基
本

金
取
崩
額
１
０
５
，９
６
２
千
円
を
加
え
た

翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
は
、△
７
，１
７
９
，

５
９
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、貸
借
対
照
表
で
は
、資
産
に
関
し

て
は
、将
来
に
備
え
、教
育
、研
究
、施
設
等

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、資
金
を
計
画
的
に
積

立
て
、安
全
で
有
利
な
資
産
運
用
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、負
債
に
関
し
て
は
、退
職
給
与
引

当
金
の
計
上
、及
び
次
年
度
授
業
料
等
前

受
金
、期
末
未
払
金
等
以
外
に
は
、金
融
機

関
等
か
ら
の
借
入
金
も
な
く
、健
全
な
財
務

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
末
の
正
味
資
産
は
、前
年

度
比
６
８
８
，４
９
０
千
円
減
少
し
、８
，０
５

２
，２
０
６
千
円
と
な
って
お
り
ま
す
。

（単位：円）
項　　目 金　　額 備　　考

基本財産
土地 
建物 
構築物 
教育研究用機器備品 
管理用機器備品 
図書 
車両 
建設仮勘定 
水道施設利用権 
借地権 
電話加入権 
ソフトウェア

　減価償却累計額
　減価償却累計額
　減価償却累計額
　減価償却累計額

　減価償却累計額

　減価償却累計額

　減価償却累計額

　預入先　東邦銀行他３行
　外国債券
　郡山信用金庫他

　退職金財団交付金他

　退職給与に係る見積債務額

　平成２８年度生入学金等

6,051,064,421
682,930,530
1,245,839,743
39,316,043

9,470,223

18,765,590

22,772,773

182,438.30㎡

50,947.88㎡

289点

12,162点

644点

156,168冊

2台

7件

7,114,494,443
2,763,869,930
3,339,978,660
90,442,704
402,868,419
6,028,817

494,833,687
2

2,100,000
0

980,389
2,918,498
10,473,337

2,533,274,439
1,268,520,520
600,000,000
460,000

503,469,290
155,509,400
144,770
5,170,459

9,647,768,882
1,060,670,626
905,874,167
154,796,459
534,891,769
83,892,689
346,132,500
104,866,580
1,595,562,395
8,052,206,487

運用財産

資産合計

負債合計
差引正味財産

現金・預金    
有価証券   
出資金  
育英奨学基金引当特定資産
未収入金
前払金    
その他の資産

退職給与引当金
長期未払金

未払金
前受金
預り金

固定負債

流動負債

財産目録について、その主な内容をご報告いたします。
平成28年3月31日現在財産目録総括表5

補助金収入（国庫補
助金・県補助金収
入）が見込みを上回り
ました。

長期定期預金からの
繰入収入
1,300,000,000円及
び前期末未収入金収
入372,911,619円が
主なものです。

資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで資金収支計算書1

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

 学生生徒等納付金収入 
 手数料収入 
 寄付金収入 
 補助金収入 
　国庫補助金収入
　地方公共団体（県）補助金収入
　地方公共団体（市）補助金収入
　学術研究振興資金収入
 資産売却収入 
 付随事業・収益事業収入 
 受取利息・配当金収入 
 雑収入 
 借入金等収入 
 前受金収入 
 その他の収入 
 資金収入調整勘定 
 前年度繰越支払資金 
 資金収入の部　合計

996,148,000
19,902,000
4,844,000

878,226,000
525,088,000
349,764,000
3,374,000

0
100,000

55,076,000
45,453,000
118,408,000

0
359,755,000
1,782,925,834
△ 467,319,000
85,901,166

3,879,420,000

998,764,050
18,610,748
6,591,000

914,182,378
543,926,000
366,582,178
3,374,200
300,000

0
56,572,000
45,299,770
137,855,655

0
346,132,500
1,796,947,949
△ 452,202,800
85,901,166

3,954,654,416

△ 2,616,050
1,291,252

△ 1,747,000
△ 35,956,378
△ 18,838,000
△ 16,818,178

△ 200
△ 300,000
100,000

△ 1,496,000
153,230

△ 19,447,655
0

13,622,500
△ 14,022,115
△ 15,116,200

                        ―
△ 75,234,416

（単位：円）

〔
収
入
の
部
〕

〔
支
出
の
部
〕

〔
資
産
の
部
〕

〔
負
債
の
部
〕

〔
純
資
産
の
部
〕

 人件費支出 
 教育研究経費支出 
 管理経費支出 
 借入金等利息支出 
 借入金等返済支出 
 施設関係支出 
 設備関係支出 
 資産運用支出 
 その他の支出 
 予備費
 資金支出調整勘定　 
 次年度繰越支払資金
 資金支出の部　合計

1,768,201,000
506,905,000
204,489,000

0
0

71,795,000
61,584,000
17,571,000
190,037,000
7,900,000

△ 185,430,000
1,236,368,000
3,879,420,000

1,789,441,821
486,753,599
191,974,150

0
0

77,459,193
40,299,693
17,571,384
210,330,320

△ 127,696,264
1,268,520,520
3,954,654,416

△ 21,240,821
20,151,401
12,514,850

0
0

△ 5,664,193
21,284,307
△ 384

△ 20,293,320
7,900,000

△ 57,733,736
△ 32,152,520
△ 75,234,416

貸借対照表について、その主な内容をご報告いたします。
平成28年3月31日現在貸借対照表4

（単位：円）
科　　目 本年度末 増　　減

 固定資産 
　有形固定資産 
　　土地
　　建物
　　構築物他
   特定資産 

　その他の固定資産 
　　有価証券
　　長期定期預金
　　ソフトウエア他
流動資産 
　　現金預金
　　未収入金他
 資産の部合計 

8,218,923,733
7,100,122,219
2,763,869,930
3,339,978,660
996,273,629
503,469,290

615,332,224
600,000,000

0
15,332,224

1,428,845,149
1,268,520,520
160,324,629
9,647,768,882

前年度末
△ 1,583,832,709
△ 277,163,469

0
△ 245,284,153
△ 31,879,316
2,221,384

△ 1,308,890,624
0

△ 1,300,000,000
△ 8,890,624
966,123,344
1,182,619,354
△ 216,496,010
△ 617,709,365

減価償却の累計額 8,071,264,233 171,144,741

科　　目 本年度末 増　　減
 固定負債 
　　長期未払金
　　退職給与引当金
 流動負債 
　　授業料等前受金
　　預り金他　
 負債の部合計 

1,060,670,626
154,796,459
905,874,167
534,891,769
346,132,500
188,759,269
1,595,562,395

前年度末
△ 8,137,478
△ 2,520,694
△ 5,616,784
78,918,277
49,439,100
29,479,177
70,780,799

科　　目 本年度末 増　　減
 基本金 
　　第１号基本金
　　第４号基本金
 繰越収支差額 
　　翌年度繰越収支差額
 純資産の部合計 
 負債及び純資産の部合計 

15,231,798,210
14,985,798,210
246,000,000

△ 7,179,591,723
△ 7,179,591,723
8,052,206,487
9,647,768,882

前年度末
△ 105,962,557
△ 105,962,557

0
△ 582,527,607
△ 582,527,607
△ 688,490,164
△ 617,709,365

9,802,756,442
7,377,285,688
2,763,869,930
3,585,262,813
1,028,152,945
501,247,906

1,924,222,848
600,000,000
1,300,000,000
24,222,848
462,721,805
85,901,166
376,820,639

10,265,478,247

503,469,290 2,221,384501,247,906

7,900,119,492

1,068,808,104
157,317,153
911,490,951
455,973,492
296,693,400
159,280,092
1,524,781,596

15,337,760,767
15,091,760,767
246,000,000

△ 6,597,064,116
△ 6,597,064,116
8,740,696,651
10,265,478,247

　　郡山開成学園創立者関口
　　育英奨学基金引当特定資産

事業活動収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで事業活動収支計算書3

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
996,148,000
19,902,000
10,984,000
878,226,000
525,088,000
349,764,000
3,374,000

0
55,076,000
138,002,000
2,098,338,000
1,767,113,000
886,310,000
207,572,000

0
2,860,995,000
△ 762,657,000

998,764,050
18,610,748
6,824,000

911,445,378
541,189,000
366,582,178
3,374,200
300,000

56,572,000
139,932,607
2,132,148,783
1,785,901,989
873,999,126
195,173,204

0
2,855,074,319
△ 722,925,536

△ 2,616,050
1,291,252
4,160,000

△ 33,219,378
△ 16,101,000
△ 16,818,178

△ 200
△ 300,000
△ 1,496,000
△ 1,930,607
△ 33,810,783
△ 18,788,989
12,310,874
12,398,796

0
5,920,681

△ 39,731,464

（単位：円）

〔
教
育
活
動
収
支
〕

事
業
活
動
収
入
の
部

事
業
活
動
支
出
の
部

除去資産236,768千円の計上
により基本金組入れ対象額が取
崩し対象額を下回ったためです。

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
45,453,000

0
45,453,000

0
0
0

45,453,000
△ 717,204,000

45,299,770
0

45,299,770
0
0
0

45,299,770
△ 677,625,766

153,230
0

153,230
0
0
0

153,230
△ 39,578,234

〔
教
育
活
動
外
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

 学生生徒等納付金 
 手数料 
 寄付金 
 経常費等補助金 
　　国庫補助金
　　地方公共団体（県）補助金
　　地方公共団体（市）補助金
　　学術研究振興資金
 付随事業収入 
 雑収入 
 教育活動収入計
 人件費 
 教育研究経費 
 管理経費 
 徴収不能額等 
 教育活動支出計 
教育活動収支差額

 受取利息・配当金 
 その他の教育活動外収入　 
 教育活動外収入計 
 借入金等利息 
 その他の教育活動外支出
 教育活動外支出計 
教育活動外収支差額 
経常収支差額 

 資産売却差額 
 その他の特別収入
特別収入計 
 資産処分差額 
 その他の特別支出 
 特別支出計 
特別収支差額

 〔予備費〕   
基本金組入前当年度収支差額　
基本金組入額合計   
当年度収支差額
前年度繰越収支差額  
基本金取崩額  
翌年度繰越収支差額  
（参考）  
事業活動収入計  
事業活動支出計  

100,000
0

100,000
1,000,000

0
1,000,000
△ 900,000
1,000,000

△ 719,104,000
△ 139,519,000
△ 858,623,000
△ 6,597,064,116

0
△ 7,455,687,116

2,143,891,000
2,862,995,000

0
6,837,577
6,837,577
17,701,975

0
17,701,975

△ 10,864,398

△ 688,490,164
0

△ 688,490,164
△ 6,597,064,116

105,962,557
△ 7,179,591,723

2,184,286,130
2,872,776,294

100,000
△ 6,837,577
△ 6,737,577
△ 16,701,975

0
△ 16,701,975
9,964,398
1,000,000

△ 30,613,836
△ 139,519,000
△ 170,132,836

0
△ 105,962,557
△ 276,095,393

　
△ 40,395,130
△ 9,781,294

〔
特
別
収
支
〕

事
業
活
動

収
入
の
部
事
業
活
動

支
出
の
部

活動区分資金収支計算書について、その主な内容をご報告いたします。
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

活動区分資金収支計算書2

科　　　目 金　　額
（単位：円）

教
育
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

収
　
入

支
　
出

収
　
入

支
　
出

収
入

支
出

施
設
整
備
等
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
資
金
収
支

　学生生徒等納付金収入
　手数料収入
　一般寄付金収入
　経常費等補助金収入
　付随事業収入
　雑収入
　教育活動資金収入計
　人件費支出
　教育研究経費支出
　管理経費支出
　教育活動資金支出計
　差引
　調整勘定等
教育活動資金収支差額
　施設設備補助金収入
　施設整備等活動資金収入計
　施設関係支出
　設備関係支出
　施設整備等活動資金支出計
　差引
　調整勘定等 
施設整備等活動資金収支差額
　小計（教育活動資金収支差額 +
 施設整備等活動資金収支差額）
　長期定期預金取崩収入
　郡山開成学園創立者関口育英奨学基金
　引当特定資産取崩収入
　預り金受入収入
　立替金回収収入
　　　小　計
　受取利息・配当金収入
　その他の活動資金収入計
　郡山開成学園創立者関口育英奨学基金
　引当特定資産繰入支出
　預り金支払支出
　立替金支払支出
　　　小　計
　その他の活動資金支出計
　差引
　調整勘定等 
その他の活動資金収支差額
　支払資金の増減額
　（小計 + その他の活動資金収支差額） 
　前年度繰越支払資金
　翌年度繰越支払資金

998,764,050
18,610,748
6,591,000

911,445,378
56,572,000
137,855,655
2,129,838,831
1,789,441,821
486,753,599
191,974,150
2,468,169,570
△ 338,330,739
155,162,865

△ 183,167,874
2,737,000
2,737,000
77,459,193
40,299,693
117,758,886

△ 115,021,886
125,640,113
10,618,227

△ 172,549,647

1,300,000,000

15,350,000

104,866,580
3,819,750

1,424,036,330
45,299,770

1,469,336,100

17,571,384

91,925,256
4,670,459

114,167,099
114,167,099
1,355,169,001

0
1,355,169,001

1,182,619,354

85,901,166
1,268,520,520



開成の杜（8）

　

厳
し
い
暑
さ
に
秋
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し

く
思
え
た
今
夏
、地
球
の
反
対
側
で
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
。連
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

日
本
中
・
世
界
中
か
ら
熱
い
声
援
が
送

ら
れ
た
。４
年
に
一
度
の
祭
典
に
焦
点
を

合
わ
せ
、各
国
の
代
表
と
し
て
競
技
に
向

か
う
選
手
の
姿
勢
と
そ
の
活
躍
に
感
動

を
覚
え
た
。特
に
陸
上
４
０
０ｍ
リ
レ
ー
の

バ
ト
ン
パ
ス
は
圧
巻
で
目
を
見
張
っ
た
。

　

学
園
は
創
立
70
周
年
と
い
う
大
き
な

節
目
の
年
を
迎
え
た
。建
学
の
精
神「
尊

敬
」「
責
任
」「
自
由
」の
も
と
、女
性
の
高

等
教
育
の
普
及
と
向
上
を
目
指
し
建
学

さ
れ
た
本
学
は
、伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

日
々
新
た
な
視
野
で
更
な
る
飛
躍
、発

展
・
充
実
へ
と
力
強
く
前
進
し
て
い
る
。

ま
た
、学
園
の
歩
み
を
記
す
本
誌「
開
成

の
杜
」は
昭
和
53
年
に
創
刊
さ
れ
、以
来

34
年
の
時
を
経
て
、第
１
０
０
号
の
発
行

を
迎
え
る
記
念
の
年
と
な
る
。故
名
誉
学

園
長
関
口
富
左
先
生
、理
事
長
・
学
園

長
関
口
修
先
生
が
執
筆
さ
れ
る
巻
頭
言

に
は
、何
時
も
慈
愛
に
満
ち
た
眼
差
し
で
、

四
季
折
々
の
思
い
が
綴
ら
れ
、私
達
に
在

り
方
を
お
示
し
下
さ
る
。今
、学
園
の
歴

史
に
学
園
創
立
70
周
年
が
刻
ま
れ
、新
た

な
１
ペ
ー
ジ
と
し
て
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
い
く
こ
と
は
大
い
な
る
喜
び
で
あ
る
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
旗
と

い
う
バ
ト
ン
が
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
か
ら
東

京
都
に
引
き
継
が
れ
た
。日
本
で
の
開
催

に
期
待
が
高
ま
る
。４
年
後
は
も
っ
と
熱

い
夏
に
な
る
だ
ろ
う
。　　
　
　
　
（
孝
）

　
ベ
ル
リ
ン
交
響
楽
団
演
奏
会
が
６
月
30

日
、建
学
記
念
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。ベル

リ
ン
交
響
楽
団
の
来
学
は
一
昨
年
に
続

き
２
回
目
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
出
身
の
リ
オ
ー
ル
・
シ
ャ
ン

バ
ダ
ー
ル
氏
の
指
揮
で
エ
ル
ガ
ー
の「
愛
の

あ
い
さ
つ
」、シュ
ー
マ
ン
の「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

イ
短
調
」。故
関
口
富
左
名
誉
学
園
長
が

大
好
き
で
あ
っ
た
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
の「
新
世

界
よ
り
」な
ど
、な
じ
み
の
あ
る
３
曲
を
優

雅
に
、そ
し
て
華
麗
に
奏
で
た
。

　

ド
イ
ツ
の
名
門
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
情
熱
的

な
演
奏
に
会
場
は
静
ま
り
か
え
り
、生
徒
、

学
生
、教
職
員
は
感
動
の
時
を
味
わっ
た
。

わ
く
わ
く
子
ど
も
大
学

in
郡
山
女
子
短
大

　

８
月
７
日
に
わ
く
わ
く
子
ど
も
大
学

in
郡
山
女
子
短
大
が
本
学
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
貢
献
と

郡
山
女
子
短
大
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
行
わ

れ
、県
内
の
小
学
生
約
１
５
０
名
と
そ
の

保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。当
日
は
、11

の
体
験
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
し
た
。ま
た
、

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
県
内
の
21
社
の
企

業
よ
り
協
賛
を
い
た
だ
き
、参
加
者
に
お

菓
子
、飲
料
水
、文
房
具
な
ど
の
た
く
さ

ん
の
お
土
産
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
、「
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
」よ
り
、地

元
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
等
が
参
加
者
全

員
に
手
渡
さ
れ
保
護
者
の
皆
様
に
も
喜

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、柏
屋
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
う
す
か
わ
く
ん
」や
郡
山
市
の「
が
く
と

く
ん
」も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、子
ど
も
達

に
大
人
気
で
し
た
。

　

わ
く
わ
く
子
ど
も
大
学
は
、短
大
の
各

学
科
の
実
行
委
員
の
先
生
方
を
中
心
に
５

月
よ
り
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。初
め
て

の
試
み
で
し
た
が
、６
つ
の
学
科
の
力
を
結

集
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま

た
、当
日
は
約
１
０
０
人
の
学
生
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、協
賛
し
て
い
た
だ
い
た
企
業
の

皆
様
、イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
先
生

方
及
び
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
の

皆
様
に
心

よ
り
感
謝

申
し
上
げ

ま
す
。

祝
・
入
学 

学
園
創
立
70
周
年

第
１
９
３
回
芸
術
鑑
賞
講
座

　

商
都
郡
山
市
の
夏
の
祭
典「
第
52
回
郡

山
う
ね
め
祭
り
」の
メ
ー
ン
行
事「
う
ね
め

踊
り
流
し
コ
ン
ク
ー
ル
」が
８
月
５
日
、６

日
に
郡
山
駅
前
大
通
り
で
行
わ
れ
、本
学

う
ね
め
祭
り
踊
り
流
し
コ
ン
ク
ー
ル

２
年
連
続
準
大
賞

園
が
２
年
連
続
準
大
賞
に
選
ば
れ
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
郡
山
女
子
大
学
／
短

期
大
学
部
／
附
属
高
校
か
ら
教
職
員
４

４
５
人
が
参
加
し
、華
麗
な
踊
り
を
披
露
。

観
客
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
た
。

　

ま
た
、個
人
の
部
で
も
佐
藤
明
梨

（
短
・
食
２
）さ
ん
と
吉
田
真
里
菜（
大
・

食
２
）さ
ん
が
選
ば
れ
た
。

ミ
ス
采
女
に
増
子
さ
ん

　
「
第
52
代
ミ
ス
う
ね
め（
郡
山
）」に
短

大
・
音
楽
科（
２
年
）の
増
子
千
晶
さ
ん

が
選
ば
れ
、「
う
ね
め
祭
り
の
顔
」と
し
て

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
た
。

　

ま
つ
り
の
後
は
ミ
ス
郡
山
と
し
て
、姉

妹
都
市
奈
良
采
女
祭
り
観
光
使
節
団
や

郡
山
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
で
活
躍
し
た
。

大
学
家
政
学
部
食
物
栄
養
学
科
２
年

石
井　
千
遥

入
れ
て
下
さ
り
、シ
ョッ
ピ
ン
グ
や
ビ
ー
チ
、パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
毎
日
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
、私
た
ち
を
歓
迎
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。ホ
ノ
ル
ル
で
は
パ
ー
ルハ
ー
バ
ー
に
行
き
、

過
去
に
起
こっ
た
こ
と
に
つい
て
学
び「
ハワ

イ
は
た
だ
楽
し
い
と
こ
ろ
で
は
な
い
」と
、認

識
を
改
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
日
本
と
は
異
な
っ
た

景
色
、食
習
慣
、生
活
様
式
な
ど
に
直
に

触
れ
て
驚
く
と
同
時
に
学
ぶ
こ
と
も
多
く

あ
り
、と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
旅
行
を
終
え
て

　

私
た
ち
は
８
月
30
日
か
ら
６
泊
６
日
で

実
施
さ
れ
た
、「
ハ
ワ
イ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
育

成
研
修
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
４
泊
は
マ
ウ
イ
島
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
し
た
。研
修
前
は
現
地
の
人
と
交

流
が
で
き
る
と
い
う
楽
し
み
の
反
面
、言
葉

の
壁
に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し

実
際
に
行
っ
て
み
る
と
皆
さ
ん
快
く
受
け

80

生活芸術科
短期大学部 郡山女子大学短期大学部生活芸術科１年生と２年生の油

彩画作品です。今年６月に開催された「第70回記念・福島
県総合美術展」に出品された作品で、準備期間は２か月ほ
どと短かったのですが若い力で乗り切りました。方向性は違う
ものの両作品共に独自の世界観があり、鑑賞者を魅了します。

「Overlap」
油彩画Ｆ50号
（生芸１年生）

髙橋　すずね
たかはし

何か障害にぶつかった時、全てを
受け入れてしまえば楽になるような
気がしますが加減を知らない彼は
時 自々らを傷つけてしまうのです。

「湖の幻影」
油彩画Ｆ50号
（生芸２年生）

齋藤　あかり
さいとう

湖の風景を描いた作品です。ぼん
やり浮かぶ雲や湖面に映る景色
など、幻を見ているような幻想的な
世界をイメージして描きました。

『植物はなぜ
 動かないのか』
ちくまプリマ―新書：252
稲垣栄洋著
筑摩書房　刊
請求記号　081||TiP||252

『干物の機能と科学』
（食物と健康の
  科学シリーズ）
滝口明秀、川崎賢一著
朝倉書店　刊
請求記号　498.51||A

『キャリア教育論』
荒木淳子　他　著
慶応大学出版会　刊
請求記号　377.9||A

郡山女子大学
大学図書館BO OK

残暑厳しい折ですが、青葉繁れる木陰で読
書はいかがでしょうか？

新しい本が届きました…　第2回

『Life & Architecture:
暮らしの空間デザイン手帖』
（エクスナレッジムック）
森清敏、
川村奈津子著、
エクスナレッジ　刊
請求記号　527||Mo

445人が参加した郡山開成学園

学生・生徒を魅了したベルリン交響楽団

小学生、保護者の皆さんと楽しく活動
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